

























村 上 雅 宏
K2ZnC14は不整合相転移を起こし,臨界現象が結晶の完全性と密接な関連を持っと考えら
れている｡今回,水溶液から,蒸発法,徐冷法,回転徐冷法の3種類の手法を使って良質単結
晶の育成を試みた｡さらにⅩ線回折顕微法を用いて結晶の完全性を評価し,ラウエ写真法およ
びラウエトポグラフ法を用いて相転移の研究を行った｡その結果,K2ZnC14は単結晶育成時
にa軸方向に平行な線状の欠陥が形成されやすいことと回転徐冷法で育成した単結晶が最も完
全性が良かったことがわかった｡また整合相に近い不整合相において,新しく2次の衛星反射
をラウエ写真上で検出することができた｡さらに整合一不整合相転移は,両相の衛星反射が共
存する状態を経て進むことがラウエトポグラフ像からも確認することができた｡
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